
ごみを減らしましょう

物を大切にすると言う事は、自然を大切にする

事、人間も自然の一部です。日本も世界も大量生

産、大量消費、そして大量廃棄により環境の悪化

は危険な状態という事は言うまでもありません。

消費をすることによりごみが出ます。また、石油、

水道、電気などエネルギーを使うことにより、Co2
が排出されます。今、大きな問題になっている放

射性廃棄物などの処理方法の確立がされていない

現状を考えると、利便性のみを優先した生活の見

直しが急務と考えます。

身近な問題として、私たちの老朽化したクリーン

センターでも、「燃やせるごみ」の中の生ごみや紙

ごみが大きな負担になっているようです。生ごみは

ぱっくんやコンポスター等で堆肥化をすすめ、ビン

の紙ラベルも雑紙として再資源化に務めることが

必要です。

ただ、リサイクルにも膨大なエネルギー、費用がか

かります。元からごみを減らす努力をしましょう。

人ひとりのアイディアと行動で明るい未来を

築きましょう。

生ごみの処理方法はいろいろあります。地域のごみ

減量アドバイザーか、エコハウスへお尋ねください。

☆ このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行わ

れる催しをお知らせいたします。催し物がない日でも、

気楽にお出かけください。良い情報交換ができると思

います。

★ 修理工房よりお知らせ

庖丁とぎ・・毎週水曜日 午後１時より午後３時まで

一人１本(無料)
★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エ

コ文具の販売、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､

袋物､さき織り製品等の販売。

平成２４年２月カレンダー

1 水
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4 土 休館日

5 日 休館日
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7 火 裂き織り教室

8 水
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10 金
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13 月
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15 水

16 木 着物から丸首ベストづくり①

17 金

18 土 休館日

19 日 休館日

20 月 布ぞうり作り①

21 火
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23 木 着物から丸首ベストづくり②

24 金

25 土 休館日

26 日 休館日

27 月 布ぞうり作り②

28 火

29 水
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さあ！出かけましょう

エコハウスへ

体験コーナー

★空き缶の ★アルミカンのリサイクル

★ ★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

◇わくわく講座◇ 参加費各講座各回100円

★裂き織り教室 （定員１５名）

日時 ２月７日（火）午前 1０時～１２時 ＊当日は織り方の説明のみ

☆持ち物 着物（裂かずに）

☆材料費 ５００円

★着物から丸首ベストづくり (定員８名)

日時 ２月１６日（木）、２３日（木）午前１０時～午後３時(２回コース)
持ち物 着物（ほどいて）、裁縫用具､型紙用紙、お弁当

☆材料費 芯代は別途実費徴収

★布ぞうり作り (定員１０名)

日時 ２月２０日（月）、２７日（月）午前１０時～午後３時(２回コース)
持ち物 ゆかた等木綿の布、ものさし３０ｃｍ位､はさみ、お弁当

☆ 材料費 ６０円

＊各講座とも、２月１日（水）以降、電話でお申込みください。

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内）上田市天神３－１１－３１ 電話２３－５１４４

エコ・サポート２１ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/ecohouse/index.html

生ごみの堆肥化と

ごみ減量

わかりやすく､

すぐ実行できる

ごみ減量法をアドバイス

いたします。

生ごみ処理もちょっと手をかけひと工夫

コンポスターを上手に使いこなそう

生ごみを処理するには、燃やせるごみとしてクリーンセンターで

焼却処理をするか、堆肥化するかに分かれます。

堆肥化するにはコンポスター、密閉容器（ぼかし）電気式生ごみ

処理機、ぱっくん（ダンボール式）等の利用が考えられます。生ご

み排出量は、農村部と市街地比べると、農村部では野菜を作付けし

ている家庭も多く、豊富に野菜があるのでどうしても大量の生ごみ

が発生します。我が家も大量の野菜くずが出ます。今まではコンポ

スター２基を交互に使っていたのですが、一年置いても堆肥化せず、

ハエ、虫が発生し悪臭もあり、うまく堆肥化が出来ませんでした。

たまたま、２２年４月から「ごみ減量アドバイザー」として『生ご

み堆肥化の手引き』を読み、これなら簡単に出来ると思い、落葉と

米ぬかを用意して、しっかり水切りをした生ごみと交互にコンポス

ターに入れ、攪拌するのは大変なので、棒で何箇所か突き刺し穴を

開け空気が入るようにやってみた結果、昨年の夏はハエや虫、悪臭

もほとんど発生することがありませんでした。

まだ完熟堆肥とはいきませんが、暖かくなったら土と混ぜて堆肥

として使いたいと思っています。コンポスターを使っている方はひ

と工夫で、上手に使いこなす事が出来ます。試してみてください。




